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研究ノート

はじめに

　1965年 6 月22日に日韓基本条約が調印された後、
国会での批准を阻止するために、韓国教会が批准
反対運動を全国的に展開したことについては前回の
『聖学院大学総合研究所News letter』で言及した 1。
そこでは韓国教会の反対運動を中心に論じたが、
本稿では日韓教会同士がその条約を巡ってどのよ
うな認識に立っていたのかについて考察したい。
　本「研究ノート」の主題と関連のある先行研究
は皆無であると言ってよい 2 。太田修「韓国での
韓日条約反対運動の論理」という論文があるが、
この論文は主に日韓条約の条文に対する反対論理
に論点が集中されている。後半の、 1 頁の分量で
韓国での反対運動が日本に及ぼした影響について
言及している。すなわち、反対運動の影響で日韓
教会の交流が拡大されたという見方であるが、太
田の日韓教会交流それ自体に対する関心は希薄で
あると言ってよいであろう 3 。以下、日韓条約を
巡って日韓の両国教会同士における共通認識を二
つの観点で考察したい。

１ 　日韓問題を「心の問題」と扱っている

　日韓教会は日韓の間に横たわっている問題が
「心の問題」だという共通認識を持っていた。こ
れを究明するために、当時韓国においてキリスト
教言論の媒体であった『基督教思想』に掲載され
ている論説と、その頃に韓国を訪問していた日本
基督教団総会議長・大村勇牧師の説教とを比較し
てみるとよいと思われる 4 。
　『基督教思想』において1965年度の幾つかの日
韓会談関連記事の論調は、韓国と日本との間にあ
る問題を「心の問題」、あるいは、「心理的な問
題」と扱っている。1965年 6 月号の「韓日の問題
は『心の問題』」と題する時評の冒頭には、「韓

日間の国交正常化問題をめぐる多くの難題の底流
には何よりも『不信』という根本的な心の問題が
据えられている」と記されている 5 。これは僅か
1 / 2 頁分量であるが、36年間にわたって韓国人の
心が日本の支配によって傷つけられたということ
が指摘されており、またその傷が未だに癒されて
いない最中に日韓国交正常化という問題が起こっ
てしまい韓国の世論の対日感情を悪心させたと指
摘している。このような指摘は戦前から累積され
た国民感情の表れと理解されうるが、無視できな
いのは戦後、それも日本の政府ではなく、日本の
教会に対して次のように批判しているということ
である。これは戦後、日韓教会がまだ和解してい
なかった時期で、日韓条約反対運動が激しい時期
のものだということを念頭に置きたい。すなわち、
『基督教思想』の「論説」で金観錫は言う。
　　　　 「我々が日本の教会の指導者たちに会う

度に感じるのは、彼らが真に神の審判に
対して赦しを求めておらず、国家と社会
の悪に対しても不屈の姿勢を持って［対
処して］いないことである。それゆえ、
［彼らは］贖罪に焦点を置かず、また彼
らの国がアジア民族に犯した罪悪がどれ
ほどであったか、何を補償してその罪悪
の痕跡を洗い捨てるかという考えは持っ
ていない。一言で日本のキリスト者たち
は［我々に］安い同情を示しているが、
神の赦しを求めるとか、また赦された者
としての厳粛な姿勢を整えていない」 6 。

　換言すれば日韓の教会の間で最優先的に要求さ
れるのは同情ではなく、心の和解だということで
ある。それは日韓国交の正常化の前に必要なもの
であったのである 7 。
　日韓の問題を心の問題と規定している韓国側の
見方と類似しているのが日本の教会にも見られる

日韓条約を巡る日韓教会の共通認識
―1965 年前後を中心にして―

高　萬松



3

ので、これについて考察しよう。それは当時日本
基督教団総会議長・大村勇の説教に反映されてい
る。1965年 6 月に日韓条約が調印され、 9 月には
大村が教団の和解のメッセージを携えて韓国教会
を訪問した。その翌月、彼の「まず行って兄弟と
和解せよ」という説教の内容には彼の韓国訪問の
体験したことが反映している。そこで彼は日韓条
約に巡る問題を「心の問題」と規定しているので
ある。
　大村は次のように言う。「預言者アモスが『二
人もし相会せずば争で共に歩かんや』（文語訳、
3 ： 3 ）と言っております。われわれは本当の人
格的な出会いというものがなければ、相手を知る
ことができないし、また共に交わることもできま
せん。日朝問題のむつかしさは、その根本は、実
に、この問題であります。日本人が朝鮮人を知ら
ないという問題であります。朝鮮人の心を知らな
いという問題です」 8 。韓国を訪問し、両国間の
問題を「心の問題」と理解した大村は、韓国教会
に対する日本基督教団の見方に大きな影響を与え
たと思われる。

２ 　�「国交正常化」は賛成、「日韓条約」
には反対という見方

　1965年 6 月22日に日韓条約が調印されると、そ
れに関する韓国キリスト者たちの激しい動きが
あった。その反応として『福音と世界』の1965年
6 月号と 8 月号には「日韓会談とキリスト者の立
場」、「日韓友好への道」と題する記事が掲載さ
れている。また『教団新報』にも日本基督教団・
社会委員会の見解が表明されている。これらの資
料は日韓条約に対する日本キリスト者の見方の理
解に役に立っている。
　『福音と世界』所収の二つの記事の内容から日
本の教会の対応として以下 2 点が挙げられる。第
一に、韓国キリスト者の日韓条約批准反対運動が
日韓教会交流の契機となったということである。
『福音と世界』によれば、当時韓国キリスト者の

反対は日本のキリスト者にショックを与えた 9 。
恐らく日本のキリスト者は韓国キリスト者がその
条約を受け容れるだろうと思ったのであろう。そ
れゆえ、日本のキリスト者は韓国キリスト者の批
准反対運動に問いかけられ、「初めて日本のキリ
スト者は、韓国のキリスト者の意識や問題を知っ
たし」、「日韓のキリスト者の交わりはこれが最
初の契機」になったと言っているのである10。第
二に、『福音と世界』は日韓条約に対する韓国の
キリスト者の見方を正しく捉えている。それは韓
国教会が日本との国交の回復を望んでいるという
ことである。これは日本基督教団・社会委員会の
見解と同様である。つまり、日韓教会は日韓国交
正常化には反対していない。「当委員会としては、
次のように考えております。……日韓条約につい
ては、国交の正常化そのものに反対することはで
きません」と『教団新報』は言う11。しかし続い
て「条約の内容には不明の点が多く、疑惑のある
点を明らかにする必要がある」と指摘し、そのよ
うな理由により、教団社会委員会の委員の多数が
「日韓条約に反対」していると表明しているので
ある。しかし、日韓条約反対のために、日韓両国
の教会が力を合わせて運動を展開することはな
かった。

結び

　日韓条約の批准をめぐって韓国教会は超教派的
に批准反対運動を展開した。反面、日本の教会、
とりわけ日本基督教団は「教団として考えるとき、
全国の教会のなかには、さまざまな意見があり、
またこの問題に対する学習不足のため、賛否の判
断に困っているところもあるのが現状でありま
す」12と述べられているように、まとまった見解
を出すことはなかった。日韓条約を巡る反対論理
も両国の間では異質なものもあったにも関わらず、
日韓の両教会は以下の点で一致した見方を持って
いた。すなわち、日韓の問題は何よりも「心の問
題」であるということ、そして教会における反対
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運動は、国交正常化に対する反対ではないという
共通認識であった。
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